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深　層　追　肥　横　の　試　作　に　つ　い　て

上出順一・石橋八郎・中島一成

（青森県農試）

1　は　しがき

深耕及びこれに伴う深層基肥，深層追肥等施肥技術の

改善に工や・水稲増収効果吐芳しく■青森県に卦いては・

効果的念多収技術の一つとして深層追肥が広く行われて

いる．しかし現在行われている深層追肥作業性，固形肥

科そ手．又吐足で押込む方法がとられて卦少，これに上

ると，多くの労力を要し，両も施肥位置が不正確であり，

又使用する肥料が固形肥料に限られるので，水稲の生育

に応じて俺肥量をコントロールする場合に操作が困難で

ある．ここに深層追肥作美労刀の軽減を図り，又追肥用

肥料の多種位置考慮して，入力用深層追肥機を試作し，

はゞ実用的なものが出来たので報告する・

2　枚計上の条件

深層追肥機の試作に当つては栽穏上又利用上の観点か

ら次の諸点を考慮した・

1．機械による根の損傷を防止するため点状施肥であ

ること．

2．施肥量が正確疋規定出来，且つ調節が容易である

こと．

8．粒状肥料用追肥機にあって吐粒状肥料全般に使用

出来ること．

亀　施肥深さが一定であること・

＆　取扱，操作が容易で，疲労が少いこと・

6．材質吐酎腐蝕性であること・

3　　試作機の概要

1．粒状肥料深層追肥機

磯質は硬質ビニールを主材とし．構造は窮1回に示す

通少で．押込みハンドルl押込みピストント　外簡＝肥

料落下導管】．肥料ホッパー，計量器，深度調節板等か

ら戒め．肥料計量等は．計量尾，中子　及び調節ボルト

から出来ている．肥料吐押込みハンドルの上下操作に上

って連動する計量器に上って自動的だ計量されて落下す

る機構とした．

操作性，押込みピストンで外簡先端の肥科押出しロを

塞いだtゝ外筒を土中所定の疾さl深変調帯板tで）に

押込み，次に押込みピストンを引上げる・引上げられる

ピストンが計量部を通過する時，これとワイヤーに上っ

て連動する計量器に上って計量された肥料が外簡内に落

下する．庚にピストンを押下げることだ上って肥科吐所

定の位置に押出雪れる・計量艦は押込みピストンの降下

と同時虻スプリングによって元の位宜に戻り，次回の肥

科を計量する．肥料落下音の調節吐計量宿の中子を移動

し桝目容横を変えること尤上って行う・落下量調節範囲

吐0・－2Dgである・

第1表　　試作機の主要諸元

粒 状 肥 料 用 固 形肥 科 用

全　　　　　　　　　 長 8 5 の斤 85 （Ⅶ

重　　　 量　 l 乾　 燥 】 2 ．2 鞄 2 ．5 晦

押 込 み ピス トンス トローク 4 5 dW 2 0 の汀

ホ　 ッ　 パ　 ー　 容　 量 2 ∠
2上 l‰ 】

施　　 肥　　 疾　　 さ 1 2 （▼ 1 2 亡¶

肥　 料　 鯛　 節　 範　 囲 0　～　 20 g 1 ケ

押込1ハントレ　　乳量選

第1回　粒状肥料用追肥機

2．固形肥料用深層追肥機

不機の試作に当って掟，固形肥料1ケづつが自動的に

連続して送り出される機構を採用して作業能率並びに作

業精まを高めるよう考慮した・材料性粒状肥科閂と同じ

く硬質ビニールを使用した・

構造吐第2図匿示す通りで・押込みハンドルの上下操

作に上って肥科吐ピストンに連動される肥科繰出し筒に

ェって自動的にピック丁ツプされ．落下導管内忙落下す

る．肥料繰出し蔀の機構は．押込みノ、ンドルの引上げと

同時に肥料ホッパー内部を貫通する繰出し筒が引上げら

れ，肥料吐繰出し筒の先端に1ケだけのせられ・ホッパ

ー上部の落下導管ロまで持上げられる・肥料繰出し筒が

上死点に逢した時に繰出し中子が突出して繰出し筒上の

肥料吐落下し，更に外筒内に転落し押込みピストンによ

って所定の位億に押出される・
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第2回　固形肥料用追肥機

4　実験括果

1．粒状肥料用追肥機だついて

不機によって吐点状に施肥する方法を採るが，一般に

追肥位置牡4株に1ヶ所の割合で株間中央部に施肥する

ので．現行栽植様式で吐107－ル当部00～鋤卸の操作回

教疋なる．

不滅に上る追肥所要時間吐107－ル当約3時間であり，

従来の手作業に比して2～3倍の作業能率である．

窮2表　　10アール当り追肥所要時間

供　 試　 磯
′
栽 植密 匿

正 味 咋 業

時　 間
備　　　　　 考

粒 状肥 科欄

l

l
と； 74 株／坪

時 分

2 ．5 8 挿 入 は4 株 に 1 ヶ所

80　 ク 8 ．0 0 ク

固形 肥 科 用

8 80　 ク 5 ．5 6 ク

4 8 0　 ク 6 ．4 5 ・ク

5 80　 ク 6 ．42 ク

肥料落下宜について吐，乾燥時吐計量脛に上って規定

される量が落下するが．長時間連続作業する場合に吐，

押込みピストンの上．下操作だ上って，泥水が計量器ま

で上昇し．泥水によって肥科が計量階内壁に附著し，肥

料落下量が波少する傾向を示した．この傾向吐作業の追

行につれて大きく浸るが，泥水の侵入が極限に遠すれば，

計量の変吐少く．落下量吐一定する．従って．本職の利

用に当って吐あらかじめ，極限の状態に相当する泥水を

を附帯させて，計孟毒の凋蔀を行うことに上って土廉た

く作美が行vl得る．

比科名下京の減少任，計壷阪内壁に府濁した足羽正上

って・打出宿美容横が小さくたることに上るもので，そ

の割合咤肥料の形状疋上って兵り．由紀のもの吐頑少峯

は少なかつた．

2・固形肥科用追肥機について

不磯利堵けこ上る107－ル当追肥所要時間をみると従来

の方法だ比して．同種変もしく吐それ以上の能率を上げ

ることが出来たが，粒状肥料用追肥嘩托上る場合より寵

妾吐低かつた・これ吐，肥割が繰出し口からヰ管内を止

り外筒まで転落するに要する時間に上り押込みのタイミ

ングが決定されるので．その間の時間損失があることに

上ると考慮される．

5　　む　ナ　び

入刀用深層追肥磯として，粒状肥料用及び固形肥料用

の2種を試作した・レずれ　従来の作美方法に上る場合

に比較して・作乗中の疲労が少く．且つ能率的に行い得

るものであるが．機構細部については2，3の問題点が

あり改良を要するところである．即ち粒状肥料用につい

て吐一　肥料計量器への泥土侵入を防止し史に肥料計量の

確実安定性を図る必妾がある．又固形肥科用については．

不整形肥料の綾出しの確実性を苛めると同時に，作業能

率の向上について機構上の検討が必要であると考える．

尚現在県内某メーカーに上って市販されてh声が．今

後更に追肥磯の実用化を進め，疾届追肥作業の省刀化を

図る必要がある．

第3図　追肥機による深追作業状況

籾の通風乾燥時における胴割米の発現

1　ま　えがさ

阿　部　貞　　尚

（福島県農試浜支場）

植栽培の普及に上って，収穫期は相対的に早くをってき

近年，食糧事情の安定化にとも左h商品としての米質　た・福島県広野いてもー早場米を目的とした場合の気象

がつよく要道されてきた・一万・水稲は早生種による早　条件吐高温多湿，降雨日放が多く，籾乾燥の条件として


